
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※毎週金曜日に交替で診療を行います。 

専門：股関節、膝 

専門：脊椎疾患 

鹿児島大学整形外科 

特任准教授 
石堂康弘先生 

川畑直也先生 鹿児島大学整形外科 

助教 

 

今年７月より毎週金曜日に整形外科診療が始まり、さまざまな症状の方が来院されてい

ます。 
鹿児島大学病院からの先生を迎えて、診断・治療等を行っていただき症状緩和に努めてお

ります。 
一例として 
・ 筋筋膜痛症候群（首や肩のこり・痛みなど）…トリガーポイント注射 
・ 肩関節周囲炎（五十肩）、変形性膝関節症…関節内注射（ヒアルロン酸など） 
・ 椎間板ヘルニア、脊椎管狭窄症…硬膜外ブロック注射など 

また専門的な治療が必要な場合には、大学病院との連携を図りながらより良い医療の提

供に取り組んでおります。 
首・肩の痛み、腰痛、手足のしびれ、膝の痛みなどその他の症状でお悩みの方は、どう

ぞお気軽にご相談ください。 
                             外来看護師：前田 由紀子



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さわやかな元気のある高校生４人が当院緩和ケア病

棟の看護体験をして頂きました。初めての白衣姿に少し

ぎこちなさを感じながらも患者様の前では、はきはきと

自己紹介され将来の夢を語られました。患者様は傍にい

て頂けるだけで、若い生命力を感じ取られたのか笑顔に

なりご自身の若いころのお話などされライフレビュー

されていました。  

様々な状況にある患者様の足浴や入浴介助をしなが

ら、患者様の表情を見て看護師でしか体験できないケア

をする喜びも感じて頂けたように思います。 

平成２３年９月３日（土）に、第１９回都城緩和ケア研究会を都城市郡医師会館で開催し

ました。宮崎・鹿児島県内の病院の医療従事者や地域の事業所、地域住民の方など１３５名

の皆様のご参加がありました。 

今回は、『いま、全人的ケアを考える』をテーマとし、５病院からの演題発表とグループ

ワークを行いました。グループワークでは、様々な医療機関・職種からの視点で活発な意見

が飛び交っており、「他の病院のケアや考え方を知る良い機会になった」というご意見を多

くいただきました。 

今回の研究会が、患者様やご家族へのより良い緩和ケアの提供に繋がればと思います。 

都城緩和ケア研究会事務局：林 梨沙

ケアを受ける側も提供する側も互いに影響し合う看護の場面において、患者様も高校生４

人もまた将来への希望を持たれた瞬間でした。 

文責：松元 和代

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２３年８月より入職しました理学療法士の冨村です。出身は沖縄県です。８月より鹿

児島県から都城市に引っ越して来ました。 

理学療法士とはリハビリテーションに携わる職業です。入院の患者様、外来の患者様の生

活動作に関わる援助を行って参ります。不慣れなことも多く、周りのスタッフに助けてもら

いながら業務を行っているところですが、リハビリを通して皆様のお役に立てればと思いま

す。これから宜しくお願い致します。 

こんにちは。事務に入職しました赤木美恵と申します。入職して３ヶ月が経ちましたがま

だまだ慣れない毎日です。 

三州病院に入職してとても実感した事は、他の部署の方との連携がすごく重要であること

です。みなさんの知識も吸収しながら私自身も向上し、患者様にまた三州病院で診察、治療

を受けたいと思って頂けるよう、笑顔で頑張っていきますのでよろしくお願いします。 

４月より入職させて頂いています。初めての職場でもあり、分からないことばかりで毎日

が勉強の日々です。少しでも多くのことを学び、患者様にとって入院生活での楽しみが食事

であると思っていただける食事を提供したいと思います。宜しくお願いします。 

８月に入職し、院内の設備管理や受付業務を行っております。患者様に御満足いただけるには

何をすれば良いのかを常に考え、居心地の良い環境作りに励んでいきます。 

院内で見掛けましたら、いつでも声を掛けて下さい。どうぞ宜しくお願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

消化器病センター 

住 所：宮崎県都城市花繰町３街区 14 号 

           T E L：（0986）22－0230 F A X：（0986）22－0309 

           E ﾒｰﾙ：sanshu2@mx71.tiki.ne.jp  

           ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http：//www.sanshu.org 

           携帯ｻｲﾄ ：http://www.sanshu.org/keitai/index.html 

ホームページ・広報誌委員会責任者：友重 雅美 

（財）日本医療機能評価機構 Ver.5 認定施設 

（医）倫生会 三 州 病 院 

日本外科学会外科専門医制度修練施設 

秋の季節へと変わり、夏の疲れから風邪などひいたりする頃です。手洗いやうがい、手指消

毒やマスク着用などによる風邪予防や休養と栄養をとってしっかりとした体調管理に努めましょ

う。またインフルエンザなども流行しはじめるころです。特に子供や体力のない方や妊婦の方が

感染すると危険です。自分のためだけではなく、家族や周りの人のためにも１人１人が意識的

にしっかりと感染予防対策を行なって、毎日を楽しく過ごしましょう。 

 

第三駐車場が出来ました。ご利用の際、ご不明なことがございましたら、何なりとお申

し付けください。 

事務：稲井 正和


